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吸収のしくみ

肝臓の働き

排便



消化とは

・生体に必要な水分や栄養などを
供給し、不要となった代謝産物を
排出すること

・摂取した飲食物を腸壁から吸収し
やすい小さな分子に変えていく
働き



消化の種類

１．機械的消化
物理的な力による食物の分解

２．化学的消化
消化酵素の働きによる分解



機械的消化の種類

・咀嚼

・嚥下

・蠕動

・分節運動と振子運動

・大腸の運動



咀嚼とは

・かみくだきのこと

・下顎を上顎に対して上下・左右に動か
すことによって行われる

・舌・口唇・頬の運動によって食物を咽
頭の方向に送る

・随意運動



嚥下とは

• 食物を飲み込むこと

• 口腔、咽頭、食道の筋の共同運動



嚥下運動
延髄にある嚥下中枢によって調整されている

第１相（口腔咽頭相）→口腔から咽頭
舌の運動によって食塊を咽頭に押し込む

第２相（咽頭食道相）→咽頭から食道入り口
食塊が咽頭にふれると反射的におこる

随意運動

第３相（食道相）→食道入り口から胃の噴門

不随意運動





蠕動運動と分節運動 資料1



大腸の運動

逆運動：
肛門側より口側に向かう蠕動

糜粥の混和や水分や電解質の吸収が
行われる



化学的消化に必要な消化酵素

・唾 液

・胃 液

・膵 液

・胆 汁



唾液とは

・耳下腺、顎下腺、舌下腺
から分泌される

・食物に滑らかさを与えて、ひと塊りにし（食塊）
嚥下しやすくする

・デンプンを消化する

・味蕾と接触させる

・口腔内の清潔を守る

・粘膜を保護する

化学的消化

資料2



唾液の消化作用

• ほぼ中性（ｐＨ６.0～７.0）

• 唾液アミラーゼ、粘液性のムチンおよ
びらライソザイムが含まれる

• ９９．５％は水、０．５％は固形成分

• 一日の分泌量：約１２００ｍｌ



唾液アミラーゼ

• プチアリンともいう

• デンプンを消化

→デキストリン・

麦芽糖（マルトース）に分解

・口の中では、食物と唾液の接触時間が
短いため、消化は胃の中でも引き続き
行われる



乾燥した舌



資料3



口腔機能や健康を維持するためには

口腔ケアが大切！！

＜目的＞
口の中の清潔保持
歯や口の疾患を予防
口腔の機能を維持
誤嚥性肺炎の予防
全身の健康状態の維持・向上



口腔ケア用品



口腔ケア用品



唾液腺マッサージやってみよう♪



胃液

・ペプシン
・塩酸
・粘液（ムチン）

胃液一日分泌量
約２０００ｍｌ

主成分



胃液成分の働き

細菌が
十二指腸
へ送り込
まれるの
を防ぐ

・ペプシン→主細胞からペプシノーゲンの形で分泌され、
塩酸の水素イオンによって活性化されてペプシンとな
る
・塩酸→胃内容を強い酸性にする
・ムチン→胃粘膜の表面を機械的、化学的な刺激から保
護する



胃液分泌の３つの相

☆第１相（頭相・脳相）
味、におい、視覚、連想による刺激
による胃液分泌

☆第２相（胃相）
胃に入った食物の胃壁刺激による胃液分泌

☆第３相（腸相）
糜粥が十二指腸の粘膜を刺激することによる
胃液分泌の抑制

頭で感じ

胃で感じ

腸で感じる



膵液

三大栄養素の消化酵素を
全て含んでいる重要な消
化液

無色透明
約１２００ｍｌ／日分泌
弱アルカリ性



膵液成分

＜消化酵素＞
糖質分解酵素（アミラーゼ）
脂肪分解酵素（リパーゼ）
タンパク質分解酵素
（トリプシン・キモトリプシン・

カルボキシペプチダーゼ等）

＜電解質成分＞
重炭酸イオン

三
大
栄
養
素



胆汁

・肝細胞から絶えず分泌され、胆嚢に流入
し濃縮される

・一日分泌量は約７００ｍｌ

・オッディ括約筋の弛緩と収縮により、分泌
が調整されている



オッディ括約筋
資料４



胆汁成分

・胆汁酸塩→消化に関与

・電解質

・コレステロール

・胆汁色素（ビリルビン）
→尿や便の色



胆汁酸塩の働き

脂肪滴を乳化し、膵リパーゼと脂肪の接触す
る面積を広げることで、脂肪分解酵素が作
用する面を大きくする



乳化とは 界面には、境界面をできるだけ小
さくし、安定しようとする力（界面
張力）が働いている

資料5



乳化安定剤による乳化

水と仲良しな乳化安定剤が
油を包んで浮かぶ



胆汁の乳化

胆汁酸が
油滴の中
に入り込
む

胆汁酸に
囲まれ油
滴が小さ
く分解

集って大きな
油滴を作る



吸収のしくみ

・胃→ほとんど行われない

・小腸→炭水化物、脂肪、タンパク質

・大腸→水、電解質



小腸の消化酵素

＜糖質の消化酵素＞
マルターゼ
ラクターゼ
スクラーゼ（シュクラーゼ）

＜タンパク質の消化酵素＞
ペプチターゼ

＜脂肪の消化酵素＞
リパーゼ（膵液）
胆汁酸塩（胆汁）



資料6



消化液の作用を覚えよう！

消化液は上から順に

口 ：唾液 → で（でんぷん消化）
胃 ：胃液 → た（たんぱく質消化）

肝 臓 ：胆汁 → し（脂肪消化の手助け）
膵 臓 ：膵液 → ぜんぶ（全部消化）
腸 ：腸液 → で・た

（でんぷん・たんぱく質）

出たし全部出た



肝臓の働き

・物質代謝
→糖質、タンパク質、脂肪の代謝

・胆汁の生成

・ホルモンや薬物などの処理

・赤血球の処理

・ビタミン代謝



物質代謝ー糖質

ブドウ糖をグリコーゲンとして蓄え、必
要時にはブドウ糖に分解し、血液中に
送る



タンパク質や、消化管の分泌液
に含まれる尿素が、腸内細菌に
よって分解され生じたもの

物質代謝ータンパク質

・血漿タンパクであるアルブミンとフィブリノーゲン
をつくる

・余分なアミノ酸を分解し、エネルギーに利用、また
は脂肪として蓄える

・アンモニアを分解して尿素をつくり、腎臓から排泄
する



物質代謝ー脂肪

・脂肪の合成と分解

・脂肪酸からコレステロールをつくる

脂肪は、小腸の絨毛にあるリ
ンパ管から静脈に入って肝臓
へ取り込まれる



排便

・糞便による直腸の伸展と内圧の亢進に
よって、便意を生じ、糞便を体外に排出す
ること

・通常１～２回／日の排便がある

・便中の水分は、約７０～８０％

・便臭は、腸内細菌の働きによって発酵し
て生じた物質によるものである



便秘の原因



便秘の予防方法
・食生活に気をつける

食事のリズム、バランスを整える
水分、食物繊維、腸内環境を整える食品

・適度な運動をする
全身運動
おなかのマッサージ

・正しいトイレ習慣をつける
朝食後にはトイレへ行く
我慢しない

・ストレスをためない



便秘の予防食品



便秘の予防体操


